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令和 3年 9月10日 食欲不振を主訴に自施設を受診。同日、上部内視鏡検査を行い、

胃前庭部に2cm大のポリープ（肉眼型分類： 0 -Ⅰ型）を認めた。

生検（病理組織診断）施行。

令和 3年 9月21日 生検（病理組織診断）の結果、Group5（tub1）と診断。

本人へ説明したところ、治療は○○病院を希望されたため紹介。

※肉眼型分類 0 型 表在型：癌が粘膜下組織までにとどまる場合に多く見られる肉眼形態。
※肉眼型分類 0 -Ⅰ型 隆起型：0 型（表在型）の亜分類。明らかな腫瘤状の隆起が 認められる。
※Group 5：胃生検組織診断分類（Group分類）で「癌」と分類される病変のこと。
※tub1：tubular adenocarcinoma well differentiated type、高分化型管状腺癌

生検組織診断分類（Group分類）
（胃癌取扱い規約第14版による）
Group X
生検組織診断ができない不適材料

Group 1
正常組織および非腫瘍性病変

Group 2
腫瘍（腺腫または癌）か非腫瘍性か
判断の困難な病変

Group 3
腺腫

Group 4
腫瘍と判定される病変のうち、
癌が疑われる病変

Group 5
癌

演習 1 ◆ 以下の経過の患者の届出票を作成しましょう。





演習 2

令和元年 3月 3日 △△クリニックから紹介され、自施設で貧血治療を開始。

令和 3年 3月19日 定期検査の採血結果が悪化したため■■病院へ紹介し、同日、

骨髄穿刺施行。

令和 3年 4月10日 骨髄異形成症候群と診断。

今後は自宅に近い紹介元（自施設）で経過観察することになった。

令和 3年 4月16日 ■■病院から自施設へ紹介され、経過を見ながら適宜、輸血等の

対症療法を行っていた。

令和 3年 6月22日 死亡退院。

◆ 以下の経過の患者の届出票を作成しましょう。





四国がんセンター

愛媛県松山市南梅本町甲160

男

2 2 0

８００ ０３９

肝

新生物，悪性

1939/ 5/ 5

エ ヒ メ タ ロ ウ

1 2 3 1 2 3

愛 媛 太 郎

腫瘍遺残なし 腫瘍遺残あり

2020/9/9

◆ 以下の遡り調査票が届いたので、カルテを確認したところ次のページの経過
を確認しました。遡り調査票（OCR版）を完成させましょう。

◆ なお、この症例に関し、これまでに届出は行っていませんでした。

演習 3 ※2019年度全国がん登録研修会の演習問題です。



＜経過＞

2015年～ 慢性リウマチ(両側人工膝関節置換術)、高血圧症、慢性深部静脈血栓症(ワーファリン処方)、
COPDで自施設に通院していた。

2018年10月 3日 検診で胸部異常陰影を指摘され、自施設の呼吸器内科受診。

2018年11月 5日 胸部CTで中葉に3.8cm大の GGO を認める。一部 胸膜の引き込みも認めた。
確定診断を検討するも、併存疾患のため侵襲性の高い気管支鏡生検は行えず。
確定診断はできなかったため、CTでの経過観察を続けることとなった。

2019年 7月22日 定期CT、腫瘍マーカー検査施行。CTでは前年11月と比較し、陰影に1cm程の増大を認めた。
＜胸部CT所見＞
右肺中葉のmixed GGOは経過で収縮機転を伴いサイズも増大（充実最大径48mm）。
肺腺癌の疑いです。両肺に多数の結節影が認められますが、経過や分布、臨床情報から
リウマチ結節等を疑います。右中葉肺腺癌cT2b,N0,M0疑い。

＜腫瘍マーカー＞ SLX 348 U/ml（基準値：38 U/ml以下）

これまでの経過と上記所見から肺癌と診断し、放射線治療を立案するも
照射時の座位保定が難しいことから治療は行わず BSC の方針となった。

2020年 9月 7日 経過観察と疼痛管理を行っていたが、自施設で看取りを行った。

●肺癌のT分類と進展度
～院内がん登録実務者のためのマニュアル 部位別テキスト「肺」より～

診断された時の住所は、
当時入所していた
愛媛県松山市南梅本町

甲880
老人保健施設のりくま
でした。

※1  GGO：すりガラス状陰影
※2 BSC：ベストサポーティブケア

がんに対する積極的な治療は行わず、
症状などを和らげる治療を行うこと。

※1

T-原発腫瘍

※2




